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於
外
資
®
入
額
に
達
せS'
'

る
結
果
と
し
て
、
茈
貨
の
純 

流
入
を
#

敎
し
.從
•つ
て
芷
货
の
過
剩
を
釀
す
に
至
6

、 

姻
ゐ
；y

%
«.
:
^
不
自
然
の̂

^
を
*.
1?
:
-す
.こ
.と
を
.憂
へ 

^
る
可
ら
^
。

S

作

ぱ

、
«

に
_

上
0

間

題

と

：し

て

ば

、
'
.芷

貲
§

 

入

し

.つ
V

ぁ

る

を

以

て

'、

证

貨

流

出

を

論

籤

ず

る

の

栗
 

を

見
^

。

而

か

$

、
へ

正

貨

の

純

锍

入

は

蓝

額

の

外

資

を 

輸

入

せ
'る
0

1

結

果

な

れ
'ば

、

現

今

に

於

げ

.各

我

茈

貨
 

問

題

の

根

本

的

解

決

は

之

を

借

金

政

策

の#失
：： y
.

求

め
. 

S

る

可

&

ら

岁

。

而

し

て

、

借

金

政

策

は

、

日

本0

如
 

き

實

本

の

缺
2

戈

る

國

に

取
6

て

は

必

要

な

る

名

の

な
 

6

と

雖

名

、

■

を
f

杧

る

外
1

入

は
f

 
く

し 
y

害

多

し
‘
。
加

之

、
外

資
.0.

大

部

分

を

ぱ

直

接

貨

物0

輸
 

出

增

加

.を

誘

致
.す

可

き

產

業

に
^

せ
^

る

可

か

ら

す‘0

 

如

何

と

な

れ

ば
'

若

し

外

資

の
.
大

部

分

を

ば

不

生

產

事. 

m

x

は

生

產

事

業
'
i

雖

名

多

年

後

に

：於.
て
^

め
<

悅
8

 

を

見

る

；が

如

き

施

設

に

役

八

せ

ん

か

、

外
«

«

八

の

年

度
叉
^
其
翌
年
ょ
6
直
ち
^

支
娜
ふ
.可
き
外
實
の
刺
.子 

狒
^
差
支
を
生
反
、"刺
子
娜
0 -
爲
办
^
軍
に
#
資
を
輸
1
 

入

す

る

の

：，必

要

を

生

* :
る

に
.至

，
る0
處

に

あ.る

を

.以

て 

也
' 

へ\
%
\

;

紙

評

と

^

介

#
藤
童
次
郞
著J

海

運

論|

上
卷

' 

大
迅
三
年
ニ
月
遵
讯
臌
堂
發
行

菊
！
： -

四
七〗

一1W
逛
俱
金®
 

:

本
書
は
早
稻
田
大
學
敎
搜
ド
ク
ト
ル
、
オ
ブ
、
ブ
ィ
口

 

y 

ブ
ィ
伊
籐
重
：次
郞
氏
の
箸
®

に
係
6

、
初
版
は
明
希
四 

十
四
年
七
月
.、
苒
版
は
同
四
十
五
铝
六
月
に
上
梓
せ
ら 

れ
、
本
f

ー
月
東
に
第
三
版
を
發
符
ず
る
に
至
れ
グ
。 

著
者
成
曾
<

米
國
.ぺ
X

ジ
ル
ベk
.
r
.大

學

に

蓉

、
同. 

校
敎
授
に
しv

運
輸
論
の
大
象
と
し<
其

名

‘宽

西

に

著
 

は
る
、
ジ
ヨ
y
ソ
ン
傅
*

に
就
きy

海
運
論
をi

し 

歸
®
^
其
毋
校
卑
稻
田
大
學
に
於
て
運
輸
論
等
の
講
座 

を
擔
住
す
る®

ら
滕
々
尊
門
雜
誌
上1C
於

<
海
運
に 

關
ず
る
眞
筆
の
挤
究
を
公
に
し
つ
、
あ
る
篤
學
の
士
に 

しV

、
現
聡
侮
運
論1C
於
て
は
本
那
有
數
の
學
者
作
i 

’
盲
しy

本
書
は
箸
者％

其

靈
I

傾
倒
せ
る
廣
心
の
著

•̂
,c
し
て
大
に
見
：る̂
き
爷
の
あ
る
は
蠆
し
偶
然
の
緒
.

果
に
非
^
る
可
し
。
.

：

.
本
書
は
之
を
第

一

:編
總
論
と
第
二
編
^

^

と
に
分
ち 

|

總
«r
u

於
て
to
先
づ
海
激
の®:
義

を

與
へ
、

噸
、

石

、

滕
里
、
節
等
の
意
義
を
明
&

に
し
、
次
：に
近
海
對
遠
萍
、 

帆
舭
雜
汽
儸
、
旅
客
對
貨
物
、
®:
期
對
不
定
期
、
命
令 

\

對
自
由
#

の
德
難
を
用
ゐ

v

種
々
の
海
運
業
'を
分
類
し 

進
ん
で
#

運
の
發
達
を
敘
：述
し<
、
侮
m-
'

r
第
十
九
低 

紀
JP
入
6
 V:

初
めV

大
に
，發
展
す
る
に
至
れ
る
原
因
と 

順
序
を
ば
統It
を
擧
げV

精
細
に
®

明
せ
る
後
、
侮®

一

i

生
產
> 

交
.襖
及
び
地
代
食
銀
と
の
陬
に
於
け
み
經
濟 

\

的
關
係
に
論
及
し'
 

海
運
^

原
料
食
料
品
等
の
•價
格 

\

を
低
廉
な
も
し
め
、
其

他

1

般
©

貨
物
の
價
格
を
し

V

 

一

各

國

間

ね

於<
均

ー

な

ら

し

む

る

の

徑

赂

を

明

/;
>

に

し 

一

從

づv

貿
易
が
海
運
に
依6

V
刺
®

せ
.ら

る
V

i
同
滕 

に
i

s

發
達
财
海
運
を
盛
大
な.ら
し
む
名
の
所
以
を.
 

說

气
'直
ね
海
運
舻
新1
1
,地
の
1

逄

物

の

輸

出

を

.謹

 

.
す
る
®

結
果
歐
洲fc
■

る
農
作
*
の
地
代
を
低
下
せ



し
む
る
に
至
れ
る
の
理
を
說
述
し
、
且

つ

者

の

務
 

住
を
繂
易
な
ら
し
め
趣
ゐ
て
各
11
間
に
於
て
賃
銀
を
平 

均
せ
し
0
る
の
傾
向
あ
る
を
指
摘
せ6
。
著
者
は
次
に 

進
ん
で
猶
運
業
に
於
け
る
競
爭
i:
獨

占

と

を

論

^

、
，
先 

づ
：勞
力
、
資
本
、
商
業
品
等
が
無
智
、
風
俗
習
慣
の
相 

違
等
よ
6
し
て
頗
石
國
際
的
移
動
の
緩
漫
な
る
に
反
し 

纖
舶
の
通
路
な
る
外
海
は
各
國
民
共
有
の
公
道
に
し
て 

從
っ
て
船
主
は
隨
脖
隨
属
に
其
所
有
又
は
供
用
せ
る
姗 

船
を
自
由
に
航
行
せ
し
む
る
の
：權
利
を
有
す
る
を
說
.き 

其
結
i

運
業
は
原
則
と
し
セ
輝
占
を
許
さ
^
る
企
業 

な
る
'似
故
に
、
婶
と
し
て
は
斯
業
者
_
に
激
烈
な
る
競.
 

爭
を
惹
©
ず
る
こ
i
あ
-

CN

て
、
終
に
却
つ
て
每S
業
者 

を
し
て
貨
物
茴
に
漩
客
の
分
酣
、
寄
港
地
の
分
割
、
共 

通
計
算
等
に
關
す
る
協
定
に
依
6
て
競
爭
を
防
北
し
、 

自
ら.1-

#
の
獨
占
的
事
業
を
經
營
す
る
の
B,
む
を
^

 ̂

る
に
至
ら
し
む
る
こ
と
あ
る
を
指
摘
せ
6
。
t

m
に
*' 

者
は
筆
を
轉b

<各
國
に
於
け
る
海
運
の
挤
究
に
論
及 

し
、
最
近
迄
は
海
運
の
經
濟
的
梆
究
奴
振
は
次
^
し
事

實
と
原
因
を
擧
げ
、
更
に
細
論
に
入

6
.て
佛
、
白
、
獨
、 

英
、
米
、
日
本
の
諸
國
に
.於
け
る
童
な
名
海
«
諭
の
拼 

究
者
の
''
^
名
と
其
著
述
を
紹
介
じ
、
最
後
に
各

1
瑕
存 

I

の
參
考
書
類
を
頗
る
：精
紙
に
列
擧
批
評
し
て
本
篇
を
終

I.

れ 
6
0

第
二
編
設
備
論
に
於
て
著
者
は
の

a
類
を
擧
げ
、

I
.

其
長
所
と
短
所
を
比
較
し

y

逑
力
、
安
全
、
旅
客
に
對 

I

す
る
設
備
等
の
諸
點
に
於
て
帆
働
が
到
底
汽
璐
の

m
手 

に
非
次
る
結
果
と
し
て
、
十
九
世
紀
の
勒
葉
迄
は
海
運 

I
'

を
獨
占
.せ
る
^

P
、

汽
璐
财
叙
め
て
千
八
百
七
年
^
!
^
用 

的
に
運
轉
せ
ら
る
、
に
至6
し
後
、
：漸
次
汽
*
の
爲
め 

に
®
倒
せ
ら
れ
、
今
日
に
於
て
は
佌
界
各
國
に
現
存
す 

る
帆
*
總
體
の
運
輸
效
率
舣
汽
艚
全
：體

の

效

率

の
 

一
二
十
分
の
一
に
過
ぎ

^
が
の
狀
^
を
敍
述
し
、
次
に
技 

|
術
上
の
立
脚
地
ょ6
汽
璐
に
用
ゆ.る
推
進
機
、
汽
機
及 

-
.汽
纏
の
構
造
を
說
述
し
、
船
體
の
構
造
材
料
と
し
で
木

. 

.
材
の
代
ろ
に
鐵
を
用
ひ
、
鐡
の
代
6
に
鋼
鐵
を
用
う
る

に
至
6
し
經
濟
.的
理
由
を.擧
げ
、
同
匕
く
經
濟
的
原
因

I

!

の
爲
め
に
船
型
、

s

益
々
®
大
す
る
の
傾
向
を
指
示
し
、 

次
に
艄
舶
の
等
級
、
國f

論
b
、
K'
u

«

b

v汽
船 

の
重
®
航
路
を
列
擧
し
、
.
本
邦
に
於
け
る
所
謂
命
令
航 

路
の
現
況
を®
け
る
後
、
世
界
の
最
大
運
河
な
る
蘇
士

 

• 

诞
に
巴
奈
馬
運
河
の
^
^
及
ぴ
經
濟
的
影
響
を
細
論
し 

殊
に
£1
奈
馬
運
河
の
我
國
に
及
、ぼ
す
可
き
影
響
を
«
き 

<
、
其
結
果
©

一

 
般
に
像
想
せ'ら
る
、
程&
好
に
非
3'
' 

る
可
し
と
論
斷
せ
ん
終
ら
に
侮
運
と
商
港
、
商
港
と 

可
n
、
運
河
诞
.に
鐡
道
と
の
關
係
聯
絡
を
敍
し
て
卷
を 

結
べ 

t
o 

.、

'

4
上
は
^ '
書
内
容
の
一
班
な
る
が
、
.全
卷
を
通
1̂
<
常 

に
外
國
の
事
例
と
日
本
の
實
狀
と
に
留
意
し
、
彼
に
偏 

し
此
に
私
す
る
の
弊
を
避
く
る
に
努
め
^
る
所
大
に
味 

务
可
き
名
の
あ6

0
%
本
書
載
す
る
所
著
者
猶
將
の
ff 

衡
に
成
れ
る
碜
の
少

&

 

他
書
に
據
る
名
の
は
皆 

其
出
所
を
明6 '
u

し
、
且
つ
各
に
重
要
參
考
書

,
 

を
擧
げ
讀
者
の
便
に
資
す
る
馨
者
の
用
意
周
到
な

る 

.を
示
せ
-

^
本
書
が
三
版
を
®
ぬ
る
に
至
れ
る
は
蓋
し 故

^
き
に
非
^
る
可
く
、
吾
人
は
寧
界
の
爲
め
C
斯
く 

の
如
き
具
鑛
のw -
究
赵
公
刊
せ
ら
る
、
を
慶
賀
し
、
其 

T:
-
'卷
'が
日
な
ら
ず
し

y

發
表
せ
ら
れ
益
々
同
好
の
士
を

^

蹲
益
.す
る
に.至
ら
ん
こ
と
を
切
望
し
’
て
立
ま
ぎ
ふ
な

6

0

,

I

吾
人
舣
本
書
の
下
卷

&

近
き
將
來
に
於
て
上
梓
さ
る
、 

に
至
る
を
浪
望
す
る
は
此
以
外
ー
に
他
に

1

理
由
の
存
す 

る
あ
6
。
'著
者
於
總
論
中
に
於
<
逃
ぺ
セ
る
所
に
據
れ 

一
ば(

.一
六
六
頁)

、
本
書
の
目
的
は
經
濟
的
立
脚
地
ょ
ら 

j

每
•運
を
徽
岁
るfc
あ
-
。̂
さ
^:
ど

第r

編u

於v

海
運 

の
發
達
诞
に
海
運
業
の
競
爭
、
第
ニ
編
に
於
て
^
^
放 

に
運
河
を
敍
說
す
る
に
當
-
^
ズ
經
濟
的
見
地
を
採
怍
る 

外
は
各
章
ぬ
所
論
は
槪
ね
技
術
的
方
面
に
重
き
を
置
け 

6

0营

汽

機

、

船

體

、
：

1

S

級
及
國
藉
に
關
す 

\ 

.

る
'記
*.
.に
於
て
然6
と
す
。
汽
鱗
、
働̂
|
の̂
技
術
的® 

明
は
固
よ
6
可
な
6
と
雖
名
、
侮
邀
の
經
濟
的
方
而
を 

論
嚴
ず
る
に
當
グ¥
最
％
重
き
を
置
く
可
き
貨
物
の
運 

R
、
'乘
客
の
賃
金
、
爾
者
相S
間

の

關

係

、
.
速

力

と

此



雨

者

の

交

渉

、

货

物

艄

對

客

璐

み

比

較

、

貨

客

運

送

の
 

現

況

、

企

業

と

しV
Q

海

運

等l
i

就

含

y

は

g

處

に

著
 

者

の

意

見

を

礙

知

す

る

を

得

る

の

み

に

し

て

、

,§
細

な
 

る

研

您

は

見

る

乙

と

を

得

少

。3

^

ど

此
«

の

骑
^

4

 

下

卷

に

載

せ

ら

る

、
裳

な

る

可

じ

。

是

れ
#,
A

^

«

'F 

卷

奴

一

日
名

早

く
出

版

せ

ら

る

、

に

至

ん

を

防

螌

す

る
 

所

以

也

。

經
濟
晚
立
购
地
ょ6
海
運
を
論
，
るIC
-
當
6

て
、
海
運 

の
基
礎
^
る
艚
舶
を
技
術
的
に
說
明
す
る
は
妨
論
至
當 

な>
9

こ
と
な
各
可
し
。3
作
ど
、
本
叢
の
抓
ぐ
帆
の
杉 

狀
、
推
進
機
、8

>

1

タ
ー
ビ
ンf

fc
關
し 

<
稍
か
精
細
な
る
技
術
的
訛
明
を
興
ふ
る
の
•必
要
に
就 

き
て
は
聊/7
>
疑
ひ
5:
き
能
は
％&
な
ゲ
0

殊
七
^

1|
-̂ 

以
外
に
於
け
る
瓣
艙
、
，

{各
室
等
の
貨
客
に#
す
る
設
備
。
 

1C
關
す
る
粮
略
な
る
敍
說
を
潜
略
せ
る
に
於
て
を
や
。

5C
.、
推
進
機
、
汽
機
、
タ
丨
ヒ
ン
機
、
汽
罐
等
に
關
す 

る
本
書
，中0

®

明
は
當
業
者
に
取6

て
は
#
，：o 

u
if
易 

な
る
ふ
间
滕
ゎ
門
外»

に
»

し
そ
は
餘̂

0
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